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第 1 章
札幌市青少年科学館活用基本構想策定の趣旨

　1　構想策定の背景

　札幌市青少年科学館（以下「科学館」という。）は、北方圏の拠点都市・札幌の特色を踏まえ、「宇宙・

北方圏・原理応用」を展示テーマとした理工系の科学博物館であり、科学及び科学技術に関する知識

の普及啓発を通して創造性豊かな青少年の育成を図ることを目的として、昭和 56 年 10 月に開館し

ました。

　開館から 36 年が経過した今も、小中学生をはじめ幅広い世代の方から親しまれています。このこ

とは、科学館が「見て、触れて、考える」という展示コンセプトのもと、各種事業や特別展などを通

じて利用者の興味・関心を維持するとともに、利用者に対し科学を楽しく体験的に学べるようにして

きた成果といえます。

　一方で、少子高齢化や人口減少、グローバル化の進行、情報産業の発展など社会経済情勢が急激に

変化している中、科学館を取り巻く環境も大きく変化しています。

　更に、科学館全体の展示物の老朽化が進んでおり、都度、部分的な更新や改修を重ねてきたところ

ですが、科学館全体としての統一感が薄まり、展示物相互の関係性が伝わりにくい状況となっていま

す。また、科学技術の急速な進歩に伴い、時代にそぐわない展示物があるという課題も生じています。

　このような状況から、平成 22 年３月には札幌市社会教育委員会議から今後の科学館の展示物の在

り方について、「青少年の学習の場として、また、生涯学習の学びの場として重要不可欠な施設であり、

青少年はもとより、幼児からお年寄りまで、広く市民が科学について楽しく学べる場として、常に魅

力的な施設であるべき」との答申を受けています。

　また、平成 26 年度に実施した「札幌市青少年科学館を活用した理科教育推進の在り方検討調査」

の中の有識者会議では、「学校教育との連携強化や児童生徒の興味や探究心を高める理科授業構築の

ための取組の強化、科学的リテラシーを育む機能の充実を重点テーマとすべき」との意見が示された

ほか、新学習指導要領でも、「理数教育の充実」が重視されています。

　このほか、札幌市が平成 26 年度に策定した「新さっぽろ駅周辺地区まちづくり計画」において、

科学館の周辺に、教育関連施設や医療・商業施設等の建設が予定されていることから、周辺地区との

一体的なまちづくりにおける科学館のあり方も併せて検討する必要があります。
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　2　構想の目的

　以上のことを踏まえ、科学館の今後の在り方を明らかにするとともに、展示物や施設設備の更新

等に当たっての基本的な考え方を整理することを目的に、札幌市青少年科学館活用基本構想を策定

します。

　3　構想の位置付け

　札幌市教育委員会では、教育に関する施策を総合的に示す上位計画として「札幌市教育振興基本計

画」を策定しています。本構想は、札幌市教育振興基本計画に掲げた教育の目標や方向性を踏まえつつ、

科学館の今後の在り方を明らかにするものです。

　また、札幌市のまちづくりに関する最上位の計画である「札幌市まちづくり戦略ビジョン」（平成

25 年（2013 年）策定）や、それに基づく個別計画として生涯学習推進の基本的な考え方と方向性を

示した「第３次札幌市生涯学習推進構想」など、関連する各種計画等との整合を図ります。

【計画の位置付け】
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第 2 章
青少年科学館の現状と課題

　科学館の設置目的である科学や科学技術に関する知識の普及啓発に当たっては、時代や社会状況の

変化への対応が必要です。また、市民の生涯学習の場として、又は学校教育に対する学習支援の場と

して更なる活用が求められています。しかし、これらの科学館の役割を適切に果たすためには、以下

の三つの課題があります。

　1　展示物の老朽化と施設全体の統一感の希薄化

　科学館の展示物は、開館時から「宇宙」「北方圏」「原理応用」の三つのテーマのもとに整備しており、

体験の要素や遊戯性を取り入れながら、利用者が科学及び科学技術に関する知識を理解しやすくなる

よう工夫してきました。しかし、現在、科学館は展示物の老朽化が進んでおり、都度、部分的な更新

や改修を重ねてきたところですが、そのことが一因となり科学館全体の統一感が薄まり、展示物相互

の関係性が伝わりにくい状況となっています。

　更に、展示物の中には、図表１- １のとおり、設置経過年数の長い展示物が多く、時代にそぐわな

いものや、故障により休止しているものもあります。

　このような状況が進むと、展示の役割を十分に果たせなく恐れがあるだけではなく、利用者サービ

スの質の低下にも直結する課題といえます。

　例えば、平成 28 年度に実施したアンケート調査において、科学館を訪れた印象については、図表

１- ２のとおり、「新しい展示品が少ない」と答えた利用者は「新しい展示品が多い」と答えた利用者

の約４倍となっており、また、「施設が古く感じる」と答えた利用者は「施設が新しく感じる」と答

えた利用者の約３倍となっています。

【図表 1-1　展示物等の経過年数】
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　また、最近１年間の来館数においても、図表１- ３のとおり、「１～２回」と答えた利用者が全体の

９割となっており、科学館を繰り返し訪れたくなる展示構成や展示手法の検討が必要な状況です。

　なお、展示構成や展示手法を考える際には、図表１- ４、図表１- ５のとおり、利用者が現状の展示

物のうちどのようなものが楽しいと感じているかや、どのような分野の展示品や企画イベントを望ん

でいるかということについても考慮する必要があります。

【図表 1-2　青少年科学館を訪れた印象】

【図表 1-3　最近 1年間で何回来館したか】
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【図表 1-4　どのような展示物が楽しめたか】

【図表 1-5　どのような分野の展示品や企画イベントがあったらよいか】
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　2　多様な市民の学びの場となる必要性の高まり

　第３次札幌市生涯学習推進構想では、基本施策Ⅰ「学びを生かして未来を創造する人づくり」の

中で、施策の方向性として「各世代のニーズに応じた学びの推進」と「多様な学習機会の提供」を

目指しています。

　また、科学館のある新さっぽろ駅周辺は、大学キャンパスの移転や商業・医療などの機能を重視

した再整備事業が、図表２- １のとおり計画されており、これまで以上に科学館周辺に多様な市民が

訪れることが想定されます。

　そのため、科学館は多様な市民が利用する生涯学習の場となることが求められています。

【図表 2-1　新さっぽろ周辺地区のまちづくり事業での整備イメージ】

【図表 2-2　科学館にどのような施設があったら良いか】

　また、科学館では小学生を対象とした事業を中心に展開していますが、科学館の事業に対する利用

者の要望を見ると、図表２- ２のとおり、幼児や大人向けの学習機会の提供を望む声が多いことが分

かります。
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　3　学校教育における科学館の活用

　現在、科学館では、科学を通した理科教育の普及・啓発という観点から、学校教育との連携事業

としてサイエンスショーや学習投影など、学びのきっかけとなるような取組を数多く実施していま

す。

　なお、科学館の学校利用としては、学校の授業で観察が困難な天文分野において、科学館のプラ

ネタリウムが多く活用されています。一方で、プラネタリウム以外の施設設備については、学年・

学級単位で来館した際、授業で活用するための機能面の課題により、活用しにくい状況です。

　●小学４年生の授業での施設利用状況（Ｈ 29）について
　   　プラネタリウムを活用した学校数：184 校 /206 校（特別支援学校、分校含む。）

　●実験実習室の現状
　実験実習室の定員は 32 名であり、科学館が主催する事業においては活用されているものの、

学校が学級単位で行う授業としての活用が困難な場合が多い。

　　※札幌市の学級編成基準 ･･･ １学級 40 人（小学校第１学年は 35 人）

　また、図表３- １のとおり、理科の観察・実験を伴う授業に苦手意識がある教職員がいることや、

科学館の展示物を活用した授業が学校教育に位置付けられていないという課題もあります。

【図表 3-1　実験を苦手とする小学校教職員の割合】
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第 3 章
青少年科学館の活用の方針
～科学館の今後の在り方について～

　1　社会状況等の変化を踏まえた展示物や施設設備の機能の充実

　科学技術や自然災害・環境問題なども、私たちの生活と密接に結び付いています。市民がその結び

付きを理解するためには、専門家が科学に関する知識を分かりやすく伝え、市民の疑問について答え

る双方向コミュニケーションの必要性が高まっています。更に、天文学や生物学など、研究等が急速

に進んでいる分野についての情報発信の在り方についても対応が求められています。

　このような中、科学館が今後も設置目的を十分に果たしていくためには、展示構成や展示手法を見

直すとともに、展示テーマに基づき、科学や科学技術に関する知識をより分かりやすく伝える必要が

あります。

　そのため、利用者が科学館全体の統一感やテーマ・分野ごとの統一感を感じられるよう展示物を整

理・更新するとともに、時代や社会状況の変化、今後の事業展開を踏まえた施設設備にしていく必要

があります。

⑴　社会状況を踏まえた取組の充実
　展示物や各種イベントについては「自然災害」や「環境」、「先端技術」など現代の社会状況を踏

まえたテーマに関する内容が求められています。特に研究が進展している分野については、考える

きっかけを提供しながら理解を深めることができる展示構成や展示手法だけでなく、科学普及啓発

事業の拡充により、科学館に来るたびに好奇心を抱くことができるような取組の充実を目指します。

⑵　科学館全体の統一感、テーマ・分野ごとの統一感の明確化
　科学館全体として、またフロアごと、分野ごとに統一感を持たせるため、展示物相互の関係性を

明確にし、体系的に科学的な知識を習得できるような施設づくりを目指します。

⑶　企業・大学等との連携強化
　企業・大学等との連携強化をさらに推進することで、最新の科学や科学技術についての情報を科

学館から市民に定期的に発信します。そのため、企業・大学等との連携が図りやすい施設づくりを

目指します。

　また、興味・関心を高めるきっかけとなるよう、「札幌（北海道）」で進められている地域に根ざ

した研究の情報を発信するなどの工夫を図ります。
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⑷　科学研究の進歩への対応
　科学館の魅力の一つである宇宙分野に関しては、研究等が急速に進んでおり、また市民の関心が

特に高い分野であるため、最新の情報を発信していくとともに、その他の分野についても各種施設

設備を活用しながら市民の興味・関心に対応した取組の充実を目指します。

　２　市民の誰もが学べる環境づくり

　今後も、科学館では青少年を主体とした魅力づくりを続けるとともに、新さっぽろ地区の再開発に

より来場する利用者層が変化していく可能性を踏まえ、多様な利用者に対応できる施設づくりを目指

します。

　そのためには、多様な市民が科学について主体的に学ぶことができる事業を展開するととともに、

事業展開しやすい環境を整える必要があります。

⑴　多様な市民が利用しやすい施設づくり
　青少年のほか、乳幼児やその保護者、障がいのある方や高齢の方など、多様な市民の生涯学習を

支える場としての施設づくりを目指します。

⑵　体験性や遊戯性の向上
　科学館は、手で触れて感じたり乗り物に乗ったりするなどの体験を通じて、幼児から大人まで誰

もが科学を楽しく学べるきっかけを提供します。また、クイズやゲームなどの遊戯性を備えた展示

物を拡充することで、科学館の魅力の向上を目指します。

　更に、友達や親子など複数人で一緒に体験できる展示や事業などの充実を目指します。

⑶　学びの実践の場の提供
　企業や大学、市民等が、研究成果の発表や科学の解説・説明などを通して、科学の知識を伝え合

う実践の場として活用できる施設を目指します。

　３　学校教育との連携の推進

　学校教育における科学館の活用については、大人数で利用するための施設設備の機能の充実や、展

示物と理科とを関連付けて学ぶきっかけの充実を目指します。

　また、学校の授業として科学館を活用できるよう、展示物や施設設備の機能強化を図り、科学館で

の理科教育の支援の一層の充実を目指します。

　なお、科学館での理科教育の支援の充実を図る方策の一つとして、現有の展示物での小中学校の理

科授業における科学館の活用事例を整理します。
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⑴　展示や施設設備の機能強化
　科学への興味・関心を高めるための体験学習の場や主体的に課題を見い出し、研究・発表ができ

る学習活動の場を提供するため、学校では体験することが難しい大規模な実験やサイエンスショー

など、科学館の特長を生かした学習の実施に向け、学級単位等での受入れが可能となる展示空間と

施設設備の充実を目指します。

⑵　学びを深めるきっかけの充実
　展示物と理科を関連付けて学習させるため、適切な解説を提供することや、展示で学んだことを

その場で調べて学習できる機能の充実を目指します。

　また、科学館に来館できない学校への授業支援など、より多くの子どもたちが学びを深められる

機会の充実を目指します。
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第 4 章
事業別の施策の方向性

～更新等に当たっての基本的な考え方～

　1　展示事業

⑴　事業展開の方向性
　展示事業は、展示物を用いて科学や科学技術に関する知識の基礎となる科学原理や法則を分かり

やすく伝えるものです。

　科学原理や法則を理解するためのきっかけづくりとして、展示物に遊戯性を持たせるほか、身近

な暮らしと関連付けたテーマ展示にするなど、様々な視点から利用者の興味 ･ 関心を高められるよ

うな魅力ある展示空間を目指します。

⑵　展開事例案
ア　普遍的な原理・法則を学ぶ展示の充実

　触れて重さや振動を感じるなど、五感を使って物理の普遍的な原理・法則を学ぶことができる

展示の充実を目指します。

イ　展示分野の再整理
　展示については、展示テーマがわかりやすいように展示分野等を明確にし、札幌の特長を踏ま

えた地域に根ざした科学館を目指します。

ウ　身近な暮らしと科学の関わりの紹介
　暮らし（電化製品等）をテーマに、科学を身近に感じる機会の提供を目指します。
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エ　自然災害や環境問題に対する学びの充実
　自然災害や環境問題など地球全体で起きている問題と北海道・札幌の地域性とを関連付けなが

ら、過去と現在を理解し、地球の未来を考える課題解決に向けた学習ができるような機会の提供

を目指します。

オ　運動（スポーツ）に関する展示の充実
　身体の仕組み等について、実際に動いてみるなどの運動体験を通して学べる展示や、北海道・

札幌らしいウィンタースポーツと科学の関係性についての理解を深める展示の充実を目指しま

す。

カ　遊戯性を取り入れた展示の充実
　友達、親子で競い合うことができるなど、ゲームやクイズなどの要素を盛り込むことで科学へ

の興味・関心を高め、何度でも来館したくなる展示の充実を目指します。

キ　解説の充実
　好奇心や学習意欲を高められるよう、ボランティアによる解説など、多様な解説方法を取り入

れ、展示物が示す科学原理や法則を分かりやすく伝える取組の充実を目指します。
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　2　科学普及啓発事業

⑴　事業展開の方向性
　科学普及啓発事業は、実験やイベントを通して、科学や先端技術に関する知識を広く市民に普及

啓発するものです。

　科学館で行われるイベントへの参加促進を図るためには、市民ニーズや時代の流れを踏まえた内

容とすることが重要です。

　そのためには、企業・大学等との連携強化を図ることで、最新の科学や科学技術の情報を発信す

るなど、様々な事業を通して科学の普及啓発を図ります。

⑵　展開事例案
ア　企業・大学等と連携した情報発信の場の充実

　常設展示室内にオープンスペースや展示ブース（企業用）を設け、企業や大学等の利用を促し、

最新技術や企業等の研究成果を発信する場の充実を目指します。

　特に、札幌（北海道）で進められている研究内容等を取り入れるなど地域に根ざした取組の充

実も目指します。

イ　施設設備の利便性の向上
　実験室では、プログラミング講座等のソフト事業の拡充とともに、講座等に参加していない他

の利用者も活動の様子を見ることができるような施設づくりを目指します。

　特別展示室では、多様な利用を想定した施設づくりを目指します。

　サイエンスホールの空間の大きさを生かして、大規模な実験や科学に関する講演を効果的に実

施できるよう、サイエンスホールの機能の充実を目指します。
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ウ　多くの市民が利用しやすい環境づくり
　乳幼児を連れた方のための休憩室（授乳室）の拡充や、障がいのある方・高齢の方のための更

なるバリアフリー化の充実など、誰もが利用しやすい科学館を目指します。
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　3　天文普及事業

⑴　事業展開の方向性
　天文普及事業では、プラネタリウムや札幌市天文台を活用し、市民に身近な星空を紹介すること

で、科学に親しむきっかけを提供します。

　リニューアルされたプラネタリウムでは、星空だけでなく様々な映像を高画質で映し出すことが

できます。また、札幌市天文台や移動天文車等を活用した地域での天体観望は、実際の星空を見上

げながら星空解説を聞くことができることから、人気の高い事業です。

　今後は、プラネタリウムの更なる活用や地域での天文事業などを通して、天文に関する市民の興

味・関心を高める取組の充実を目指します。

⑵　展開事例案
ア　プラネタリウムの多様な活用

　360 度ドームシアターを活用した天文にちなんだコンサートや講演会などを企画し、新しい利

用者の確保に向けた取組の充実を目指します。

イ　札幌市天文台・移動天文車等を活用した地域での事業展開
　交通利便性に優れた都心にある札幌市天文台の更なる活用や、珍しい天文現象を身近な地域で

観望できる機会を通じて、市民が科学に親しむきっかけづくりを推進します。

　また、市民が身近な地域で星空に触れる機会を継続的に提供するため、町内会や子ども会など

地域の団体の要望に応える移動天文車などの活用の拡充を目指します。

ウ　プラネタリウムと札幌市天文台・移動天文車等の連動した取組の充実
　プラネタリウムと札幌市天文台や移動天文車等が、それぞれの特徴を生かしつつ相互に連動し、

それぞれの施設での学びをより深められるような取組の充実を目指します。
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　4　学校教育連携事業

⑴　事業展開の方向性
　学校教育連携事業は、科学館の施設設備を活用して児童生徒に学ぶ機会を提供するものです。

　今後は、科学館の学習環境や理科と関連付けた展示物の充実等を図り、授業での活用を促すとと

もに、学校では体験できない科学館ならではの学習の機会を提供できるような事業を展開し、これ

まで以上に学習効果を高めることを目指します。

⑵　展開事例案
ア　プラネタリウム番組の充実

　「雪・氷」や「火山と地震」などをテーマとし、北海道や札幌の地域性を生かした番組の充実

を目指します。

イ　展示機能の充実
　児童生徒が自ら操作し実験できる学習効果の高い展示を充実するとともに、展示物周辺に学級

単位で考察や検証が行える場を設けるなどの環境の充実を目指します。

ウ　サイエンスホールの機能の充実
　空間の大きさを生かした大規模な実験等、よりダイナミックな実験に対応できるようサイエン

スホールの機能の充実を目指します。

エ　実験室の機能の充実
　学級や学年単位で実験できるよう、実験室の増床や実験器具の拡充などにより実験室の機能の

充実を目指します。

オ　貸出用実験・実習セット等の充実
　来館することが困難な学校に対する授業支援を図るため、貸出用実験・実習セット等の充実を

目指します。

カ　解説や調べ学習のための機能の充実
　児童生徒が自ら学びを深められるよう、調べ学習に活用できる科学に関する図書やＩＣＴ環境

などの充実を目指します。
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第 5 章
施設概要とこれまでの取組

　1　施設概要

所　在　地：厚別区厚別中央１条５丁目
建　築　年：昭和 56 年（1981 年）
電　　　話：892-5001
敷 地 面 積：7,374㎡
建 物 構 造：鉄筋鉄骨コンクリート
　　　　　　地下１階、地上４階建
延べ床面積：10,017㎡
開 館 時 間：  ５ ～９月  午前９時 00 分～午後５時 00 分
　　　　　　10 ～４月  午前９時 30 分～午後４時 30 分
休　館　日：月曜日、毎月最終火曜日、祝日翌日、特別展最終日翌日、年末年始
　　　　　　（ただし、４月 29 日から５月５日まで及び特別展期間中は無休）
所　　　管：札幌市教育委員会生涯学習部
運 営 管 理：指定管理者（公益財団法人　札幌市生涯学習振興財団）
　　　　　　※指定期間：平成 30 年４月１日～平成 35 年３月 31 日
展示室概要：

施設設備概要：
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　2　平成 21 年度社会教育委員会議答申

●札幌市青少年科学館の展示の在り方について（答申）

　展示物の在り方

　⑴　役割の明確化
　展示物と学習指導要領との関連性や展示のねらいを明確にし、教員や利用者が活用しやすい解

説資料の作成などを検討する。

　⑵　体験型要素の拡充
　展示物で人気があるものの共通点として、触れたり乗ったりして楽しめる体験型のものが多い

ことから、展示物の新設や更新に当たっては、これらの要素をこれまで以上に取り入れ、利用者

の興味・関心を高める方策を検討する。

　⑶　配置の見直し
　展示内容の充実を図る観点から、大学や研究機関、企業等による取組や先端技術などを紹介す

る企画コーナーを設けるなど、展示物の展示方法や配置などの変更を検討する。

　⑷　展示分野の再構築
　展示物は全 16 分野に区分されているが、開館から長期間が経過しているため、展示分野が体

系的、統一的な配置となるよう、定期的・継続的に展示分野の見直しについて検討する。

　科学館の在り方

　青少年の学習の場として、また、生涯学習の場として重要不可欠な施設であり、あらゆる世代の

市民が科学について楽しく学べる場として、常に魅力的な施設であり続けるよう検討する。

　また、科学館が市民にとってより身近な「学びの場」となるよう展示物を分かりやすく楽しく説

明できるボランティアの育成・活用についても、併せて検討する。
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　3　平成 26 年度青少年科学館を活用した理科教育推進の
　　  在り方検討調査 ( 有識者会議）

　概　　要

　科学館の現状と課題、各種調査等の結果を踏まえ、科学館を活用した理科教育推進の方向性と展
開方策について、考察・検討するもの

　調査から見えた課題

　⑴　学校教育との連携上の課題
ア　学校では再現が難しい展示物（自然災害発生メカニズム等）の設置要望
イ　実験室の学校活用のための増床や実験実習セットの貸出数の増加

　⑵　児童生徒の興味や探究心を高める理科授業構築のための課題
ア　授業を実施する教員の負担軽減のための支援
イ　観察、実験に対する事前準備などの負担軽減と教員の苦手意識の克服

　⑶　企業・大学や民間団体との連携上の課題
ア　開発した先端技術や研究成果を市民へ伝える場の提供
イ　ボランティア等が活動しやすい環境の提供

　考察・検討を踏まえて示された重点テーマと展開方策

　⑴　青少年科学館と学校教育との連携強化
ア　学年単位で受入可能な実験室の整備
イ　教育課程を踏まえた魅力ある展示物の再構築
ウ　科学・理科好きが集う研究実験サロンの整備

　⑵　児童生徒の興味や探究心を高める理科授業構築のための取組の強化
ア　理科の観察、実験を充実するための教員研修機能の整備
イ　理科の観察、実験を伴う授業を実施するための支援体制の充実
ウ　大学と連携した観察、実験を伴う学習機会拡充のための教員育成機能の整備

　⑶　企業・大学等と連携したサイエンス・リテラシーを育む機能の拡充
ア　最新科学技術を体験する展示スペースの設置
イ　企業や大学等の研究成果の発表の場の整備
ウ　産官学プラス市民ぐるみの札幌らしい人材育成の取組
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1　科学館の利用者数の推移

科学館の現状
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2　2017 年度（平成 29 年度）の科学館の主な取組

⑴　科学に関する教室・講座
ア　科学教室

⒜　日曜実験室

　小・中学生を対象に、身近な題材や現象を取入れた実験教室を日曜・祝日に実施

　【実績】64 回 689 名（前年度　66 回 753 名）

⒝　サイエンジャー科学教室

　主に土曜日と夏・冬休み期間中に小・中学生を対象に、テーマや実演方法を工夫した工作・

実験教室などを実施

　【実績】19 回 310 名（前年度　17 回 307 名）

⒞　親子科学教室

　親子で参加する実験・工作教室を実施

　【実績】8 回 94 組 217 名（前年度　4 回 45 組 87 名）

⒟　科学館の工作室

　工作を通して科学原理の理解を深める機会を提供するため、主に小・中学生を対象に、簡単

な工作教室を実施

　【実績】171 回 1,467 名（前年度　168 回 1,481 名）

⒠　宇宙セミナー

　第一線で活躍する専門家を招き、最新の天文情報に基づく講座を実施

　【実績】1/21( 日 )「重力波で探る宇宙の歴史」講師：羽部朝男氏　64 名

⒡　先端科学技術講座

　最先端の科学技術への興味・関心を高めるため、常設展示では補えない最新の科学研究につ

いて紹介する講演会を実施

　【実績】7/26( 水 )「山崎直子宇宙飛行士特別講演会～宇宙がより身近に！

　　　　　　　　　　宇宙開発は新時代へ～」175 名

　　　　  2/18( 水）「捨てられている熱を電気に変えよう！」48 名

⒢　中高生による科学教室

　中高生の科学部等の活動を支援するため、研究成果発表の機会と互いに交流する場を提供し、

一般参加者も参加・体験できる科学教室を実施

　【実績】10/29( 日 ) 参加校 5 校 59 名（前年度　6 校 47 名）

⒣　大学生による科学教室

　大学生の研究実践の場を提供するとともに、子どもたちの科学への興味関心を高めるため、

大学生が小中高生を指導する科学教室を実施

　【実績】2 回 37 名（前年度　3 回 48 名）
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イ　出前イベント
⒜　移動科学館

　普段の授業では困難な実験を学校へ出向き実施

　【実績】6 校 317 名（前年度　9 校 538 名）

⒝　出前サイエンス

　幼稚園へ出向き、就学前の子どもたちが楽しみながら科学に慣れ親しむことができるよう、

遊びの要素を多く取り入れた実験・実演・工作教室などを実施

　【実績】4 園 578 名（前年度　6 園 703 名）

⒞　移動天文台

　学校や町内会などからの要請により、移動天文車と職員及び天文指導員を派遣し、望遠鏡等

での天体観測や星空解説などを行う観望会を実施

　【実績】33 回 2,787 名（前年度　46 回 3,438 名）

⒟　移動プラネタリウム

　地理的・時間的に来館困難な小学校などへ出向き、移動式のプラネタリウムを利用した学習

投影を実施

　【実績】幼稚園 5 園 409 名（前年度　8 園 490 名）

　　　　  小学校 9 校 336 名（前年度　11 校 775 名）

　　　　  中学校 5 校 772 名（前年度　2 校 320 名）

ウ　その他科学普及に関する事業
⒜　実験実習セット貸出及び制作

　学校での効果的な授業作りに役立つ実験・実習セットを貸出

　【実績】貸出し 22 団体 85 セット（前年度　貸出し 18 団体 45 セット）

⒝　ちびっこワークショップ

　主に未就学児の親子を対象に、遊びの要素を取り入れたワークショップを実施

　【実績】5 回 837 名（前年度　7 回 1,221 名）

エ　共催事業・協力事業
⒜　夏休み天体観望会（共催：( 公財 ) さっぽろ青少年女性活動協会）

　光害の少ない定山渓自然の村において、星雲や流星など明度が低い天体を見る観望会を実施

した。

　【実績】8/12( 土 )75 名（前年度　192 名）

⒝　さっぽろ星まつり（共催：さとみらいプロジェクトグループ）

　サッポロさとらんどを会場に、天体観望会・太陽観望会・Mitaka（宇宙シアター）・星に関

するゲーム・望遠鏡工作・望遠鏡相談・天体写真展を実施した。

　【実績】9/30( 土 ) ～ 10/1( 日 )3,500 名（前年度　2 日間 4,100 名）
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⒞　他団体との連携による科学教室等

　【実績】30 回 26,155 名
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⑵　ボランティアなどの育成・活用事業
ア　天文指導ボランティア基礎講座

　天文指導に興味・関心を持つ学生や一般市民を対象に、天体観望の初歩的な手法や星空案内方
法など、身近な人への天文普及を行える程度の能力を身につける機会を提供
　【実績】1 回（全 10 日）24 名

イ　天文指導員の養成
　「天文指導ボランティア基礎講座」の修了者から希望者を募り、定期研修や天文事業への参加
機会を提供して天文普及の一翼を担う人材を養成
　【実績】登録者数 36 名（新規 10 名、継続 27 名）

⑶　展示関連事業
ア　科学館展示

⒜　展示実演等
①サイエンスショー

　来館者とのコミュニケーションを図りながら科学への興味・関心を深めてもらえるよう、
不思議な現象の紹介や楽しい実験などの実演ショーを実施
　【実績】745 回 19,555 名（前年度　767 回 19,299 名）

②ロボットショー　
　サッカーロボットやコミュニケーションロボットが動いている様子を実演する中で、最新
のロボット技術について紹介【実績】2 回 / 日

③テレビスタジオ
　クロマキーなどテレビ番組で使われている特殊効果を紹介するとともに実際に撮影体験し
てもらう参加型の実演【実績】3 回 / 日

④低温展示室公開

　-15℃の低温展示室を体験しながら、南極の氷などの展示を紹介

　【実績】3 回 / 日
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⑤人工降雪装置

　人工的に雪を降らせる装置として世界で初めて設計・製作された展示物であり、雪の結晶

をガラス越しに観察できる。

　【実績】4 回 / 日

⑥ちょびっとサイエンス

　展示室の入口で、簡単な科学体験や実演を行った。

　【実績】34 回 3,883 名（前年度　114 回 8,426 名）

⒝　実験・実習への協力 

　市内の小学校を対象に、「サイエンスホール」で、4 年生向けに「空気」に関する実験を、６

年生向けに「水溶液」に関する実験を実施

　【実績】15 校園 15 回 995 名（前年度　21 校 1,662 名）

イ　特別展等
⒜　特別展

　【実績】7/22( 土 ) ～ 8/20( 日 )「たべものの冒険～消化！そういうことか！」

　　　　　  30 日間 43,076 名（前年度　30 日間 54,257 名）

　　　　  1/5( 金 ) ～ 1/21( 日 )「光の迷宮　～輝く宝を手に入れろ～」

　　　　　  17 日間 21,517 名（前年度　18 日間 14,608 名）

　　　　  3/24( 土 ) ～ 4/8( 日 )「文具×科学～文具の中のサイエンス～」

　　　　　  16 日間 21,801 名（前年度　16 日間 27,176 名）

⒝　巡回展及び企画展

①ゴールデンウィークイベント

　【実績】5/3( 水・祝 ) ～ 5/7( 日 )「木と絵本のワンダーランド」

　　　　　  （共催：札幌芸術の森美術館）5 日間 8,149 名

　　　　  10/14( 土 ) ～ 10/29( 日 )、2/9( 土 ) ～ 3/18( 日 )

　　　　  「冬季オリンピック・パラリンピック札幌誘致に関するパネル展」

　　　　　  （共催：札幌市スポーツ局）46 日間 18,714 名

　　　　  10/14( 土 ) ～ 10/29( 日 )、2/9( 土 ) ～ 3/18( 日 )

　　　　  「冬季オリンピック・パラリンピック札幌誘致に関する展示物ラリー」

　　　　　  （共催：札幌市スポーツ局）46 日間 1,757 名
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⑷　天文関連事業
ア　プラネタリウム投影・解説

⒜　一般投影
　職員が、各回の観望者の年齢層にあわせた内容や話し方を工夫した生解説を行うなど、観望
者に分かりやすく星座や天文知識を紹介
　【実績】1,388 回 97,822 名（前年度　1,482 回 120,549 名）

⒝　学習投影
　小中学校を対象に、理科授業の一環として、学習指導要領及び各学校の教育課程を踏まえ、
天体の動きなどを学習するプラネタリウム投影の実施
　【実績】271 校 143 回 19,394 名（前年度　269 校 132 回 19,126 名）

イ　プラネタリウム特別投影
⒜　特別投影

　通常のプログラムとは趣向を変え、旬の話題や現象について深く掘り下げ、天文に興味のあ
る人にさらに深く、広く考えてもらえるような専門性の高い投影を実施
　【実績】7 回 1,023 名（前年度　9 回 1,423 名）

⒝　イブニングプラネタリウム
　通常の開館時間中に来館できない人に観覧機会を提供するため、週末の夜間に一般投影を実施
　【実績】7 回 475 名（前年度　24 回 3,000 名）

⒞　字幕付きプラネタリウム
　耳の不自由な人のために、字幕付きの投影を実施
　【実績】4 回 242 名（前年度　4 回 197 名）

ウ　天体観望事業
⒜　天体観望会

①科学館観望会
　主に夜間のプラネタリウム上映に合わせ、科学館駐車場において移動天文車などを使った
観望会を行った。
　【実績】8 回 575 名　※ 12 回中 4 回中止（前年度 8 回 348 名　※ 11 回中 3 回中止）

⒝　札幌市天文台公開
　天文に関する興味・関心を高めるため、中島公園内にある札幌市天文台を公開し、日中は太陽
を中心に、夜は季節の星座を中心に観望会を実施
　【実績】午前 305 回 6,939 名、午後 259 回 7,155 名、夜間 61 回 3,620 名
　　　　  （前年度　午前 304 回 8,867 名、午後 259 回 7,201 名、夜間 77 回 2,670 名）
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3　科学館で実施したアンケート結果（2017 冬特アンケート調査）

4　保護者の来館割合（平成 26 年度「科学館を活用した利教育推進の　
　　在り方検討調査」）
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5　保護者の来館目的（平成 26 年度「科学館を活用した利教育推進の
　　在り方検討調査」）

　「子供の付き添い」が 76.8％と最も多く、次いで「家族サービス・レジャー」での利用が 22.5％
であり、この２項目で 99.3％を占める

6　保護者が科学館に求める施設やサービス
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1　現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力（幼稚園、小学校、
　　中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必
　　要な方策等について（平成 28 年 12 月 21 日答申））

2　小・中学校の教育内容の主な改善事項（学習指導要領の全部を改正する
　　告示等の公示について 28 文科初第 1828 号（平成 29 年３月 31 日））

国の動向

我が国が、科学技術・学術研究の先進国として、将来にわたり存在感を発揮するとともに成
果を広く共有していくためには、子供たちが、卓越した研究や技術革新、技術経営などの新
たな価値の創造を担うキャリアに関心を持つことができるよう、理数科目等に関する学習へ
の関心を高め、裾野を広げていくことも重要である。（一部抜粋）

 ・理数教育の充実については、前回改訂において、２～３割程度授業時数を増加し充実させ
た内容を今回も維持した上で、日常生活等から問題を見いだす活動や見通しをもった観察・
実験などを充実させたこと

 ・必要なデータを収集・分析し、その傾向を踏まえて課題を解決するための統計教育や自然
災害に関する内容を充実させたこと
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　1　意見募集結果の概要

⑴　募集期間
　平成 30 年（2018 年）10 月９日（火）から 11 月８日（木）【30 日間】

⑵　意見提出方法
郵送、持参、ＦＡＸ、Ｅメール、ホームページ上の意見入力フォーム

⑶　資料の配布場所
教育委員会生涯学習部生涯学習推進課、市役所本庁舎（２階市政刊行物コーナー）、各区役所（市
民部総務企画課広聴係）、札幌市青少年科学館、生涯学習センター（ちえりあ）、中央図書館、え
ほん図書館、各区図書館、博物館活動センター、下水道科学館、豊平川さけ科学館

　2　意見の内訳

⑴　意見提出者数・意見件数
　33 人・56 件

⑵　年代別内訳

⑶　提出方法別内訳

⑷　意見内訳

※第４章の構成比の内訳については、小数点以下第２位で四捨五入したため、第４章の合計と一致しない。

パブリックコメント手続き
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　3　意見に基づく当初案からの変更点

市民の皆さまからいただいたご意見をもとに、当初案から１項目を変更しました。
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　4　意見の概要とそれに対する札幌市教育委員会の考え方

いただいたご意見については、一部要約、分割して掲載しています。

○全体を通して

○第１章　札幌市青少年科学館活用基本構想策定の趣旨
　　　　　特になし

○第２章　青少年科学館の現状と課題
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○第３章　青少年科学館の活用の方針～科学館の今後の在り方について～
　　　　　意見に基づく当初案からの変更点の１箇所のみ

○第４章　事業別の施策の方向性～更新等に当たっての基本的な考え方
　１　展示事業
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　２　科学普及啓発事業

　３　天文普及事業

　４　学校教育連携事業
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○第５章　巻末資料

○その他の意見
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